
「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る

会
」
主
催
の
学
習
会
が
一

月
二
七
日
（
金
）
夜
六
時
半

か
ら
、
宮
古
市
磯
鶏
公
民

館
ホ
ー
ル
で
、
約
五
十
人
を

集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
岩
手
の
会
」
代
表
永
田

文
夫
世
話
人
は
、
六
ヶ
所
の

再
処
理
工
場
の
放
射
能
排

水
は
イ
ギ
リ
ス
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル

ド
工
場
の
場
合
と
同
じ
よ
う

に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

三

陸
の
海
が
気
に
入
っ
て
山

田
を
定
住
地
と
し
た
研
究
者

か
ら
、
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
似

て
い
る
放
射
性
物
質
の
性

質
（
挙
動
）
」
と
い
う
問
題
提

起
が
あ
り
ま
し
た
。

参
会
者
か
ら
沢
山
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

中
学
教
師
「
六
ヶ
所
工
場

の
話
を
し
た
ら
、
生
徒
は
、

漁
師
だ
け
で
な
く
、
海
産
物

加
工
場
や
運
送
業
、
観
光

業
も
大
打
撃
を
受
け
る
の
で

は
と
い
う
感
想
を
述
べ
た
」

主
婦
「
こ
の
問
題
を
最
も
分

か
る
の
は
食
事
を
扱
う
主
婦

層
だ
と
思
う
。
女
性
の
講
師

を
招
い
て
学
習
会
を
や
っ
て

ほ
し
い
」

小
学
校
教
師
「
《
ヒ
バ
ク
シ

ャ
》の
映
画
上
映
を
行
っ
た
。

体
に
入
り
込
ん
で
被
害
を
も

た
ら
す
放
射
能
汚
染
に
つ

い
て
学
習
し
よ
う
」

漁
業
者
「
今
日
は
十
数
人

漁
業
関
係
者
が
参
加
し
て

い
る
。
是
非
、
当
事
者
漁
民

の
問
題
に
し
て
い
こ
う
」

漁
民
出
身
の
議
員
「
《
風
評

被
害
》
は
避
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
本
当
に
放
射

能
が
流
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い

う
ち
に
、
み
ん
な
で
反
対
の

声
を
あ
げ
る
べ
き
だ
。
」

田
村
剛
一
会
長
は
閉
会

の
挨
拶
で
「
一
昨
日
、
岩
手

の
十
五
の
市
民
団
体
代
表

と
と
も
に
青
森
県
庁
を
訪
れ

要
請
し
て
き
ま
し
た
。

面
談

し
た
県
資
源
課
長
は
知
事

に
伝
え
る
と
回
答
し
ま
し
た

が
、
三
陸
漁
民
が
反
対
す
る

の
は
《
地
域
の
エ
ゴ
》
で
あ
る

と
反
論
し
ま
し
た
。
《
放
射
能

は
イ
ヤ
だ
》
と
言
う
の
が
ど
う

し
て
地
域
の
エ
ゴ
な
の
で
し

ょ
う
か
。

原
燃
は
情
報
公

開
を
言
っ
て
い
ま
す
の
で
、

公
開
討
論
会
は
是
非
必
要

で
す
。
そ
し
て

み
ん
な
の

力
で
、
三
陸
の
海
を
守
り
ま

し
ょ
う
。
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し

た
お
よ
そ
二
時
間
ほ
ど
で
学

習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

宮
古
市
議
・
漁
協
関
係

者
学
習
会
は
、
九
日
、
宮

古
市
内
「
な
ー
ど
」
で
開

催
さ
れ
、
宮
古
市
議
一
四

人
、
山
田
町
議
二
人
、
漁

協
関
係
者
な
ど
約
三
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

日
本
科
学
者
会
議

岩
手
支
部
研
究
会

一
月
三
一
日
、
岩
手
大
学

に
お
い
て

六
ヶ
所
再
処
理

工
場
に
つ
い
て
研
究
討
議

の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
岩
手
の
会
」
か
ら
永
田
文

夫
さ
ん
が
発
表
し
、
青
森
支

部
か
ら
小
山
内
孝
氏
も
現

状
報
告
を
し
ま
し
た
。
三
時

間
余
に
渡
り
意
見
が
交
わ
さ

れ
放
射
能
汚
染
を
回
避
す

る
た
め
力
を
尽
く
す
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
「
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド

周
辺
十
二
カ
国
が
英
国

に
中
止
を
要
請
し
て
い
る
。

六
ヶ
所
工
場
も
同
じ
危
険

が
予
想
さ
れ
る
」
と
し
、
市

議
会
決
議
を
め
ざ
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

三陸の海を放射能から守る ２００６（平成１８）年

岩手の会 ２月 １７日

ミニコミ通信 第１３号 編集事務局 S.Oshida
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《岩手の環境／ＲＩ廃棄物／再処理》 電話・ファックス

郵便振替 ０２２４０－５－１０２６５０ 019-623-1636

三陸の海に放射能はこまる！
各地で学習会開催 こまる こまる こまる 『小○』の声

《
風
評
被
害
》
を
避
け
る
た
め
に
も

い
ま
の
う
ち
に
正
し
い
情
報
を

宮
古
学
習
会
開
催

宮
古
市
議
、
漁
協
関
係
者
学
習
会

三
〇
余
人
出
席



「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を
憂
慮
す

る
全
国
市
民
（
呼
び
か
け
三

二
団
体
）
」
の
代
表
二
十
人

が
十
日
青
森
県
庁
を
訪
れ

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を
け
っ
し

て
認
め
な
い
で
ほ
し
い
」
と

す
る
要
望
書
と
質
問
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
は

賛
同
の
二
四
三
団
体
が
名

前
を
連
ね
て
い
ま
す
。

「
岩
手
の
会
」
か
ら
出
席
し
た

永
田
文
夫
さ
ん
は
「
放
射
能

が
流
さ
れ
た
ら
三
陸
の
漁
場

は
壊
さ
れ
る
。
漁
民
は
悲
鳴

を
あ
げ
て
い
る
。
誰
が
責
任

を
と
る
の
か
」
と
糺
し
ま
し
た
。

応
対
し
た
中
島
勝
彦
商
工

労
働
部
長
は
「
知
事
に
伝
え
、

質
問
書
に
も
答
え
る
」
と
し
ま

し
た
が
、
海
の
汚
染
や
そ
の

補
償
に
つ
い
て
の
言
及
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
県

側
担
当
者
が
「
青
森
県
の

米
に
は
、
他
県
の
二
倍
の

放
射
能
が
入
っ
て
い
る
」
と

平
然
と
語
っ
た
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
農
産
物
の
核
汚
染

を
公
式
に
認
め
た
発
言
で

す
。

ど
こ
で
ど
う
測
定
す
る
の
？

原
子
力
安
全
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
原
子
力
安

全

意
見
・
質
問
箱
」
に
、
昨

年
秋
に
投
函
し
て
い
た
「
岩

手
の
会
」
会
員
の
質
問
に
、

一
月
二
六
日
回
答
が
出
ま

し
た
。

私
た
ち
の
不
安
や
疑
問

に
答
え
る
回
答
と
は
言
え
ず

ま
す
ま
す
疑
問
が
深
ま
る
ば

か
り
で
す
。

海
域
の
放
射
能
は
ど
こ
で

測
定
す
る
の
か
？

質
問

「
海
域
環
境
三
ヶ
月

あ
た
り
二
五
〇
マ
イ
ク
シ
ー

ベ
ル
ト
」
の
国
の
基
準
は
、

ど
こ
で
測
定
す
る
の
か

回
答

（
事
業
申
請
書
に
よ

る
と
）
海
洋
放
出
に
起
因
す

る
一
年
間
の
実
効
線
量
は

約
３
・
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は

再
処
理
事
業
者

が
放
出
す
る
前
に
廃
液
を

測
定
す
る
。

《

私
た
ち
の
疑
問》

測

定
地
点
が
明
ら
か
で
な
い

の
は
陸
上
で
調
べ
て
い
る

た
め
、
答
え
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
海
に
流
し
て
陸
上
で

測
定
し
、
環
境
基
準
を
下
回

っ
て
い
る
と
い
う
お
か
し
な

基
準
で
あ
る
。
原
発
で
は
厳

し
く
規
定
さ
れ
て
い
る
空
中

と
海
中
へ
の
放
出
物
の
核

種
ご
と
の
濃
度
基
準
が
、
再

処
理
工
場
で
は
取
り
払
わ

れ
て
い
る
。

測
定
の
方
法
は
？

質
問

環
境
で
の
、
特
に
ト

リ
チ
ウ
ム
の
軟
ベ
ー
タ
線
や

ア
ル
フ
ァ
線
な
ど
の
測
定
方

法
は
ど
う
す
る
の
か
。

回
答

ト
リ
チ
ウ
ム
は
「
液
体

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
計
数
装

置
」
、
ア
ル
フ
ァ
線
は
「
ガ
ス

フ
ロ
ー
型
比
例
計
数
装
置
」

で
測
定
す
る
。

《

私
た
ち
の
疑
問》

海
水

や
大
気
中
の
測
定
を
質
問

し
て
い
る
の
に
、
工
場
内
の

放
流
前
の
測
定
装
置
を
挙

げ
て
い
る
。
こ
れ
で
は

海

洋
監
視
と
は
な
ら
な
い
。

毒
物
を
海
洋
投
棄
す
る
工

場
を
何
故
認
め
る
の
か

質
問

「
事
業
申
請
書
」
に

よ
る
と
十
九
種
以
上
の
核
種

が
放
出
さ
る
。
私
た
ち
の
試

算
で
は
、
実
に
年
間
四
万

七
千
人
分
の
経
口
致
死
量

の
毒
物
と
出
た
。
何
故
許
可

し
た
の
か
？

回
答

事
業
申
請
書
で
は

実
効
線
量
が
最
大
に
な
る

地
点
で

年
間
約
３
・
１
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
評
価
さ

れ
、
遠
方
海
域
で
は
さ
ら
に

低
下
す
る
。
こ
れ
は
海
産
物

を
経
過
し
て
摂
取
し
た
被
曝

量
も
含
め
た
値
で
あ
り
、
一

般
人
の
線
量
限
度
年
間
千

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
大

幅
に
下
回
る
。

《

私
た
ち
の
疑
問》

「
四

万
七
千
人
分
の
経
口
致
死

量
の
放
射
性
毒
物
を
海
洋

投
棄
し
て
い
い
の
か
」
と
い
う

私
た
ち
の
質
問
に
答
え
て

い
な
い
。
こ
の
質
問
は
原
燃

に
も
聞
い
た
が
、
反
論
は
な

か
っ
た
。
海
に
投
棄
す
る
毒

物
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
「
陸
上

は
安
全
だ
」
「
遠
方
は
薄
ま

る
か
ら
大
丈
夫
」
と
答
え
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
海
の
生

態
系
や
海
産
物
の
安
全
は

視
野
に
無
い
よ
う
で
あ
る
。

米
国
科
学
ア
カ
デ
ミー

の

報
告
を
ど
う
考
え
る
か

質
問

昨
年
出
さ
れ
た
「
放

射
能
は
微
量
で
も
人
体
に

危
険
」
と
し
た
ア
メ
リ
カ
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
の
報
告
を
法
律

や
基
準
に
取
り
入
れ
て
行
く

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か

回
答

国
際
的
な
動
向
を

注
視
し

検
討
し
て
法
律
や

基
準
を
整
備
し
て
い
る
。

《

私
た
ち
の
疑
問》

ア
メ
リ

カ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
調
査

報
告
は
権
威
あ
る
も
の
で
あ

る
。
原
子
力
推
進
派
と
慎
重

派
が
対
立
し
て
い
る
国
際

放
射
線
防
護
委
員
会
や
国

際
原
子
力
委
員
会
の
基
準

見
直
し
に
は
時
間
が
か
か
る
。

被
害
が
出
る
前
に
、
現
場
に

迅
速
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
、

サ
リ
ド
マ
イ
ド
事
件
の
よ
う
な

犠
牲
者
を
出
し
て
は
な
ら
な

い
。

東
京
海
洋
大
学

水
口
憲
哉
名
誉
教
授

講

演

会

○
山
田
講
演
会

二
月
二
五
日
（土
）

一
四
時
～
一
六
時

山
田
町
中
央
公
民
館

〇
一
九
三-

八
二-

三
一
一
一

○
釜
石
講
演
会

二
月
二
五
日
（土
）

一
八
時
半
～
二
一
時

釜
石
港
湾
労
働
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
一
九
三-

二
二-

二
八
八
二

○
気
仙
沼
講
演
会

二
月
二
六
日
（日
）

一
三
時
半
～

気
仙
沼
総
合
市
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
研

修
室
（鹿
折
）

〇
二
二
六-

二
七-

二
〇
三
六

▼
海
中
に
は

四
万
人
分
経
口
致
死
量
の
放
射
能
廃
液

▽
陸
上
で
は

約
３
・１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
安
全

？

疑
問
が
深
ま
る
ば
か
り
の

原
子
力
安
全
委
員
会
回
答

青
森
産
米
に
は

放
射
能
が
二
倍

市
民
団
体
の
追
及
に

県
が
予
測
を
ポ
ロ
リ


